
200第 号
令和３年11月1日

発行

9月会議

CONTENTS
● さむかわ議会だより200号特集 P　2
● 決算特別委員会特集 P　4
● 議案審査 P10
● 一般質問 P14
● 議会TOPICS P19

おかげさまで
　  200号を迎えました
おかげさまで
　  200号を迎えました



2さむかわ議会だより　200号

2008年
(平成20年)

平成20年　第147号

平成24年　第162号平成27年　第176号

平成21年　第150号

「さむかわ議会だより」創刊
当時の町の人口は26,079人

　平成19年第142号から
のさむかわ議会だよりはこ
ちらから閲覧できます。

※それより前のバックナン
バーについては議会事
務局までお問い合わせ
ください。

ぺーパーレス及び運営の効率化
に向けてタブレット導入

当時の町議会議員選挙
の投票率は86.88％

インターネットによる
本会議の中継を開始

通年議会で議会の
チェック機能を向上

紙面がA４サイズに
健康都市宣言を議決

全ページフルカラーへ

昭和47年　創刊号昭和52年　特集号昭和53年　第28号
昭和62年　第64号

　昭和 47年 6月に創刊された「さむかわ議会だより」。年 4回行われる定例会の内容、
議決の状況、議会活動の情報誌としてお届けしてきました。
　200号の特集としてこれまでの議会での歩みをご紹介します。
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1989年
(平成元年)

2019年
(令和元年)

200第 号
令和３年11月1日

発行

9月会議

CONTENTS
● さむかわ議会だより200号特集 P　2
● 決算特別委員会特集 P　4
● 議案審査 P10
● 一般質問 P14
● 議会TOPICS P19

おかげさまで
　  200号を迎えました
おかげさまで
　  200号を迎えました

祝

200号

昭和41年以来30年ぶりに受賞

創刊から24年
東海道新幹線新駅対策
特別委員会を新設

会派を代表して町長へ質問

議会のホームページを開設

表紙をカラーへ

町民自由参加の
意見交換会を開催

第34回町村議会の広報全国
コンクールで奨励賞を受賞創刊から49年

平成8年　第97号

平成8年　第98号

平成8年　第100号 平成10年　第106号 平成14年　第122号

平成30年　第188号令和元年　第190号令和3年　第200号

昭和63年　第66号

おかげさまで２００号を迎えました！
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関口 光男 委員長 岸本 優 副委員長

山田 政博 委員茂内 久代 委員

公明党 さむかわ自民党

日本共産党立憲さむかわ

ま
し
た
が
、今
後
の
人
口
減
少

に
よ
る
収
入
減
少
や
老
朽
化

に
よ
る
修
繕
費
等
の
増
で
経

営
は
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
す

た
め
、令
和
元
年
に
下
水
道
運

営
審
議
会
に
諮
問
し
、本
年
４

月
に
引
き
上
げ
る
旨
の
答
申

を
受
け
ま
し
た
。な
お
、施
設

の
長
寿
命
化
、未
接
続
者
へ
の

普
及
促
進
等
の
経
費
縮
減
に

よ
り
使
用
者
の
負
担
抑
制
に

努
め
て
い
ま
す
。

者
か
ら
は
お
お
む
ね
高
評
価
を

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、一
方

で
、周
知
や
実
施
方
法
に
つ
い

て
ご
意
見
も
多
数
い
た
だ
い
て

お
り
、特
に
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
事
業
実
施
時
期
の
タ
イ
ミ
ン

グ
に
苦
慮
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

商
品
券
事
業
の
再
度
の
実

施
に
つ
い
て
は
未
定
で
す
が
、

ニ
ー
ズ
や
機
運
の
高
ま
っ
た
場

合
に
備
え
、準
備
は
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　
下
水
道
事
業
は
生
活
に

欠
か
せ
な
い
。地
方
公
営
企

業
法
で
は「
常
に
企
業
の
経
済

性
を
発
揮
す
る
と
共
に
、そ
の

本
来
の
目
的
で
あ
る
公
共
の

福
祉
を
増
進
す
る
よ
う
に
運

営
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
あ
る
。下
水
道
使
用
料
改

定
の
経
緯
と
負
担
軽
減
の
た

め
の
取
り
組
み
は
。

A　
下
水
道
使
用
料
は
平
成

25
年
度
以
降
据
え
置
い
て
き

Q　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
実
施
し
た

飲
食
店
や
小
売
店
支
援
事
業

の
効
果
、課
題
を
問
う
。

　
ま
た
、プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
事
業
を
再
度
実
施
す
る

考
え
は
。

A　
町
料
理
飲
食
業
協
会
の

提
案
を
も
と
に
企
画
し
た「
お

い
し
い
お
か
え
し
」イ
ベ
ン
ト
や

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事

業
等
を
実
施
し
ま
し
た
。事
業

さ
ら
な
る
飲
食
店
・
小
売
店
支
援
を

公
共
下
水
道
料
金
の
負
担
軽
減
を

令和2年度決算
　私たちはここに注目しました!!

　令和3年第2回定例会9月会議では、令和2年度
一般会計決算および各特別会計決算を、6名の
委員で構成する決算特別委員会を設置し、9月13
日から21日までの５日間で審査しました。その結
果、全ての決算を認定しました。

一 般 会 計 決 算 概 要

自
主
財
源

依
存
財
源

歳　出
216億
6,698万円

歳　入
229億
2,485万円

議会費（0.9%）2億263万円

衛生費（6.5%）
14億590万円

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計額や構成比が
　一致しない場合があります。

民生費（27.4%）
59億4,509万円

総務費（34.9%）
75億6,233万円

土木費（8.4%）
18億1,378万円

商工費(2.4%)
5億2,365万円

教育費（10.6%）
22億8,978万円

労働費(0.2%)3,987万円

農林水産業費(0.6%)
1億3,046万円

公債費（4.8%）
10億3,232万円

消防費（3.3%）
7億2,119万円

県支出金（5.4%）
12億4,844万円

地方消費税交付金（4.4%）
10億1,937万円町債（4.5%）

10億2,580万円
その他（1.5%）
3億4,951万円

町税（38.6%）
88億4,899万円

国庫支出金（33.0%）
75億5,552万円

諸収入（2.7%）
6億2,672万円

繰越金（5.5%）
12億6,849万円

繰入金（2.6%)
5億9,807万円

その他（1.7%)3億8,395万円
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吉田 悟朗 委員山上 秀樹 委員

さむかわ自民党大 志 会

業
者
·
保
護
者
·
町
民
等
か

ら
の
意
見
を
も
と
に
検
討
を
重

ね
て
き
た
も
の
で
す
。そ
の
結

果
、施
設
を
長
期
使
用
す
る
た

め
に
予
防
保
全
を
望
む
声
が
強

い
こ
と
が
分
か
り
、ま
た
、包
括

的
民
間
委
託
が
望
ま
し
い
と
の

結
論
を
得
ま
し
た
。今
後
想
定

さ
れ
る
本
格
的
な
改
修
や
建
て

替
え
に
対
応
す
べ
く
、ま
ず
は

検
討
結
果
を
教
育
施
設
で
の

適
用
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

ケ
ー
ト
調
査
で
は
年
々
認
知

度
は
増
加
し
、
人
口
・
転
入

者
数
と
も
増
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
一
定
の
認
知
・
浸
透

が
図
ら
れ
て
い
る
と
捉
え
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
移
住
地
の
候
補

と
し
て
も
ら
う
と
い
う
目
的

意
識
を
持
ち
な
が
ら
、
人
の

心
に
残
る
よ
う
な
動
画
配
信

の
強
化
な
ど
効
果
的
な
取
り

組
み
に
努
め
ま
す
。

Q　
こ
れ
か
ら
の
教
育
施
設
の

維
持
管
理
手
法
に
つ
い
て
の

検
討
結
果
で
は
、包
括
的
民
間

委
託
が
望
ま
し
い
と
の
結
論

だ
が
、時
代
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
管
理
·
運
営
が
可
能
と
な

る
の
か
。ま
た
、ど
の
よ
う
に

実
現
す
る
の
か
。　

A　
こ
の
検
討
は
、現
状
の
施

設
に
お
け
る
課
題
で
あ
る
老
朽

化
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
不
足
等
を

解
決
す
る
た
め
、有
識
者
・
事

Q　

令
和
２
年
度
は
ど
の
よ

う
な
タ
ウ
ン
セ
ー
ル
ス
事
業

を
行
い
、
ど
の
程
度
町
ブ
ラ

ン
ド
は
浸
透
し
た
の
か
。

　

ま
た
、
時
代
に
マ
ッ
チ
し

た
タ
ウ
ン
セ
ー
ル
ス
を
進
め

る
こ
と
が
得
策
と
考
え
る
が
、

そ
の
見
解
を
問
う
。

A　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

媒
体
を
通
じ
町
ブ
ラ
ン
ド
の

浸
透
を
図
り
ま
し
た
。
ア
ン

一
層
の
ブ
ラ
ン
ド
浸
透
と
新
た
な
タ
ウ
ン
セ
ー
ル
ス
を

教
育
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
今
後
の
方
向
性
は

一 般 会 計 決 算 概 要

5日間にわたる決算審査

6人の委員が適正に
  予算執行されたかチェック

令和２年度一般会計・
  特別会計歳入歳出決算を認定

自
主
財
源

依
存
財
源

歳　出
216億
6,698万円

歳　入
229億
2,485万円

議会費（0.9%）2億263万円

衛生費（6.5%）
14億590万円

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計額や構成比が
　一致しない場合があります。

民生費（27.4%）
59億4,509万円

総務費（34.9%）
75億6,233万円

土木費（8.4%）
18億1,378万円

商工費(2.4%)
5億2,365万円

教育費（10.6%）
22億8,978万円

労働費(0.2%)3,987万円

農林水産業費(0.6%)
1億3,046万円

公債費（4.8%）
10億3,232万円

消防費（3.3%）
7億2,119万円

県支出金（5.4%）
12億4,844万円

地方消費税交付金（4.4%）
10億1,937万円町債（4.5%）

10億2,580万円
その他（1.5%）
3億4,951万円

町税（38.6%）
88億4,899万円

国庫支出金（33.0%）
75億5,552万円

諸収入（2.7%）
6億2,672万円

繰越金（5.5%）
12億6,849万円

繰入金（2.6%)
5億9,807万円

その他（1.7%)3億8,395万円

決算特別委員会特集　〜各委員総括質疑〜



6さむかわ議会だより　200号

Q　タブレット端末を小・中学校の児
童・生徒に１人１台貸与したが、今後
の活用方法は。
A　授業支援ツールを中心にタブレッ
ト端末を使用しています。それ以外で
もカメラや動画、文書作成、表計算、
プログラミングアプリなどタブレット
にはさまざまな機能があります。学年
や発達段階に応じて、柔軟にタブレッ
ト端末を活用することで、児童・生徒
の確かな学びの充実を図っていきます。

Q　コロナ禍で実際の防災訓練ができ
ないのであれば、SNSを使った情報発
信やWeb会議などによる情報共有を行
う考えは。
A　防災訓練については、感染予防を
図りながら規模を縮小して実施してい
ます。しかしながら多くの町民の方が
参加できない状況であるため、SNSや
Web会議、動画コンテンツなどを活用
した防災知識の普及啓発、研修会等の
検討を行っていきます。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
防
災
活
動
を

Q　健康診査受診率向上のため、さま
ざまなアプローチが考えられる。例えば
受診をしなかった場合の実例を示し、ア
ピールをする考えは。
A　自分の健康は自分で守るための第
一歩として、健康診査の受診勧奨を続
けています。これまで受診のメリット
を主に伝えていましたが、健康を害す
るというデメリットについても分かり
やすく伝えていくことが受診率向上に
有効な方法と考えています。

健
康
診
査
の
受
診
率
を

伸
ば
す
た
め
の
取
り
組
み
を

Q　文書の保存可能スペースの観点か
らも、文書的な価値のあるもの以外は
保存年限を短くし、デジタル化やマイ
クロフィルム化するべきでは。
A　平成7年度から平成19年度にかけ
て、マイクロフィルムを作成、保管してい
ます。来年度からの公文書管理システム
の導入による公文書の電子化など、町の
環境も変化していることから、保存期間
も含めて公文書の在り方を研究していき
ます。

公
文
書
保
存
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
化
等
へ
の
考
え
は

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

実
現
へ
の
取
り
組
み
状
況
は

　
令
和
2
年
度
に
行
わ
れ
た

事
業
に
対
し
、
各
委
員
が
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
審
査
の
概
要
を
一
部
紹
介

し
ま
す
。

適
切
に
予
算
が

執
行
さ
れ
た
か
チ
ェ
ッ
ク
！

公文書等を保存している寒川文書館（４階）

令和元年度の防災訓練

貸与したタブレット端末
（小学３年生〜中学３年生用）
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Q　町内ではさまざまなスポーツが行
われているが、ストリートスポーツと
他のスポーツを比較し、負担金など不
公平感があると思うが、町の考えは。
A　スポーツをするきっかけづくり、
競技力向上などを目的として支援をし
ています。庭球場、川とのふれあい公
園サッカー場の整備、総合体育館の施
設改修など既存のスポーツ競技種目に
対する支援についても、公正かつ適正
に行っていると捉えています。

公
平
性
あ
る
負
担
金
及
び

　
　
　
　
補
助
金
の
交
付
を

Q　デジタル技術の導入について各課
等によって取り組みの差が見られるが、
町の考えは。
A　総務省が策定した自治体デジタル
トランスフォーメーション推進計画にお
ける重点取り組み事項であるテレワーク
の推進、セキュリティー対策の徹底など
を実施しました。各課等の業務の特性に
よってデジタル技術導入に差が生じるこ
とはありますが、社会の動向に注視し、
対応していきます。

デ
ジ
タ
ル
技
術
導
入
へ
の

取
り
組
み
状
況
は

Q　資源物の月２回収集に向けた課題
と今後の方向性は。
A　収集を月２回へ増加するには、収
集業者の人員や車両の確保などに伴う
収集経費の増加や衛生指導員の負担、
収集日程や集積場、収集方法の再構築
などさまざまな課題があります。収集
の効率性や、町民の利便性の向上を図
る必要があるため、特定の地域におい
て、トライアルを実施・検証したいと
考えています。

資
源
物
の
収
集
を
月
２
回
へ

　
令
和
2
年
度
に
行
わ
れ
た

事
業
に
対
し
、
各
委
員
が
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
審
査
の
概
要
を
一
部
紹
介

し
ま
す
。

適
切
に
予
算
が

執
行
さ
れ
た
か
チ
ェ
ッ
ク
！

▼決算特別委員会　委員別賛否結果表
○：賛成　●：反対

会　計　区　分
委　員　名

一般会計
特　別　会　計

国　保 後期高齢 介護保険 下水道
委 員 長　　関　口　光　男　（公　　明　　党） ― ― ― ― ―
副委員長　　岸　本　　　優　（さむかわ自民党） ○ ○ ○ ○ ○
委　　員　　茂　内　久　代　（立憲さむかわ） ○ ○ ○ ○ ○
委　　員　　山　田　政　博　（日 本 共 産 党） ● ● ● ● ●
委　　員　　山　上　秀　樹　（大　　志　　会） ○ ○ ○ ○ ○
委　　員　　吉　田　悟　朗　（さむかわ自民党） ○ ○ ○ ○ ○

※関口委員長は、表決に加わりません。

決算特別委員会特集
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　9月会議最終日に、令和２年度決算の採決に先立ち、
各委員が各決算の内容について賛成・反対の討論を
行いました。討論の主な内容を掲載します。

令和２年度決算を

討 論
賛　成 大志会

日本共産党

さむかわ自民党

持続可能なまちづくりと行財政運営を評価

町民福祉の向上と暮らしの負担軽減を

コロナ禍にも対応した積極的な姿勢に期待

反　対

賛　成

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
町
を
取
り
巻
く
課
題
に

対
応
で
き
た
か
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
た
財
政
運
営
が
図
ら
れ
た
か
と
い
う
視
点

で
審
査
を
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
未
曽

有
の
危
機
に
対
し
て
も
、ワ
ク
チ
ン
接
種
準
備
を

は
じ
め
と
し
た
感
染
拡
大
防
止
対
策
と
、プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
や
事
業
継
続
緊
急
支
援

給
付
事
業
な
ど
の
緊
急
経
済
対
策
の
両
面
か

ら
、安
全
・
安
心
な
町
民
生
活
と
地
域
経
済
の
維

持
・
確
保
が
図
ら
れ
た
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

過
去
と
比
べ
大
き
く
決
算
額
が
伸
び
て
い
る

も
の
の
、財
政
健
全
化
の
視
点
で
も
改
善
が
見

ら
れ
る
な
ど
、健
全
な
財
政
状
況
と
判
断
で
き

る
と
と
も
に
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
た
適
切
な
行
財
政
運
営
が
図
ら
れ
た
と
評
価

し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、さ
ら
な
る
取
り
組
み
と
し
て
、フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
等
に
よ
る
タ
ウ
ン
セ
ー
ル
ス

の
強
化
、公
文
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
効
率

化
、次
代
を
担
う
職
員
の
育
成
と
効
果
的
な
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
風
通
し
の
良
い
組
織
風
土

の
醸
成
、健
康
増
進
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
の
健
康
診
査
受
診
に
向
け
た
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ

に
つ
い
て
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
全
体
に
閉
塞
感
が
あ
ふ

れ
、先
行
き
が
見
え
な
い
状
況
で
す
が
、だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。「
こ
の
町

に
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
。そ
し
て
、こ
れ
か
ら
も

住
み
続
け
た
い
」と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
取
り
組

み
を
期
待
し
、一
般
会
計
予
算
に
賛
成
し
ま
す
。

　

な
お
、他
の
４
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
討
論

を
省
略
し
賛
成
し
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、町
民
の
福
祉
の
向
上
、暮

ら
し
の
負
担
軽
減
に
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
観

点
で
審
査
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
で
今
ま

で
に
な
い
決
算
額
と
な
り
ま
し
た
が
、そ
れ
ら

を
除
外
す
る
と
例
年
と
同
様
の
決
算
額
で
し

た
。ま
た
、予
算
編
成
時
に
は
厳
し
い
状
況
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、最
終
的
な
収
支
は
黒
字

で
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
の
大
変
な
時
に
、も
っ
と
感

染
拡
大
防
止
を
は
じ
め
と
し
た
町
民
の
福
祉
向

上
に
使
え
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

小
児
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
や
倉
見
駅
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
等
は
町
民
も
喜
ん
で
お
り
評
価

で
き
ま
す
。し
か
し
、問
題
点
も
あ
り
ま
す
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
い

ア
ー
ク
リ
ー
グ
２
０
２
０
が
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、キ
ャ
ン
セ
ル
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
く
支
出
に

つ
い
て
は
丁
寧
な
説
明
が
必
要
で
す
。ま
た
、ス

ポ
ー
ツ
活
動
推
進
事
業
費
に
つ
い
て
、特
定
の

団
体
へ
の
委
託
料
が
多
額
で
あ
り
、他
の
ス

ポ
ー
ツ
と
比
べ
不
公
平
感
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。ス
ト
リ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
を
否
定
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、全
て
の
ス
ポ
ー
ツ
に
公
平

な
支
援
を
す
べ
き
で
す
。さ
ら
に
、コ
ロ
ナ
禍
で

原
爆
パ
ネ
ル
展
が
中
止
さ
れ
ま
し
た
が
、感
染

予
防
対
策
を
す
れ
は
開
催
で
き
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
一
般
会
計
予
算
に
反
対

し
ま
す
。

　

な
お
、他
の
４
特
別
会
計
に
つ
い
て
も
、住
民

負
担
が
大
き
い
こ
と
、さ
ら
な
る
負
担
軽
減
と

同
時
に
国
や
県
等
か
ら
の
負
担
を
求
め
る
べ
き

と
の
理
由
か
ら
反
対
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響

に
伴
う
、国
の
補
助
金
を
活
用
し
た
特
別
定
額

給
付
金
や
中
小
企
業
事
業
継
続
緊
急
支
援
給
付

金
、プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
補
助
事
業
、児
童
・
生

徒
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
貸
与
の
前
倒
し
等
で
、

過
去
10
年
間
で
最
高
の
決
算
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、中
学
校
特
別
教
室
等
へ
の
空
調
機
設

置
や
、倉
見
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、田
端
西
地

区
ま
ち
づ
く
り
へ
の
助
成
等
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
も
積
極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
一
方
、財
政

の
弾
力
性
に
も
改
善
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
安
全
・
安
心
な
町
民
生

活
の
確
保
と
地
域
経
済
の
維
持
・
回
復
に
向
け

た
取
り
組
み
と
成
果
の
視
点
か
ら
審
査
し
ま
し

た
が
、特
殊
な
状
況
下
で
も
着
実
に
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
た
と
判
断
し
ま
す
。

　
な
お
、さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
求
め
る
点
と
し

て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
改

革
、非
接
触
型
社
会
の
進
行
に
よ
る
ご
み
・
資

源
物
処
理
の
見
直
し
、こ
れ
ま
で
親
し
ま
れ
て
き

た
各
種
ス
ポ
ー
ツ
に
新
た
に
ス
ト
リ
ー
ト
ス
ポ
ー

ツ
を
加
え
、さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
よ
る

健
康
づ
く
り
と
町
の
価
値
向
上
、老
朽
化
す
る

学
校
施
設
の
維
持
管
理
・
運
営
方
法
に
つ
い
て

の
早
急
な
検
討
を
求
め
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
町
民
生
活

や
地
域
経
済
に
大
き
な
影
を
落
と
す
中
で
も
、時

勢
を
見
据
え
た
戦
略
的
発
想
の
も
と
、さ
ま
ざ
ま

な
課
題
の
克
服
と
一
人
一
人
の
心
に
寄
り
添
う

取
り
組
み
を
要
望
し
、一
般
会
計
予
算
に
賛
成

し
ま
す
。

　
な
お
、他
の
４
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
討
論
を

省
略
し
賛
成
し
ま
す
。
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決 算 特 別 委 員 会 審 査 意 見 書
令和２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に伴い、当初予算で予定されていた数多くの事業が中止され、

町民・町内事業者のため国の補助金を活用したさまざまな事業が行われた年でありました。
そのような中、令和２年度寒川町一般会計および、下水道事業特別会計を除く３特別会計の決算総額は、歳入で、

３２６億６,６１０万７,４９４円、歳出では３０８億１,８６８万６,００９円となり、翌年度へ繰り越すべき財源を控除した実
質収支額は、１６億２,６８７万８７５円の黒字決算となっている。

まず、一般会計の歳入において、歳入総額の３８.６％を占める自主財源である町税は、個人町民税は個人所得の伸び
等により対前年度比１.１％の増となり、また、固定資産税においては、法人の設備投資等による償却資産の増や新築家
屋の増などにより前年度比３. ３％の増となるものの、法人税割の税率引き下げに加え、新型コロナウイルス感染症拡大
の影響に伴い、法人町民税は、対前年度比３６.１％と大幅な減となり、町税全体で対前年度比７,４９８万６,７５４円、
０.８％の減となった。

また、依存財源において、国庫支出金では、特別定額給付金給付事業費補助金や新型コロナウイルス感染症対応地
方創生臨時交付金などの総務費国庫補助金５３億１, ３６４万７千円、子育て世帯への臨時特別給付金給付事業費補助
金などの民生費国庫補助金２億６, ８７１万７千円などにより、収入済額７５億５, ５５２万４千円で、前年度に比べ
５７億１,８１４万５千円、３１１. ２％増額となったもので、歳入総額の３３.０％を占めるに至っている。

県支出金では、障害者自立支援給付費等県費負担金や子どものための教育・保育給付費県費負担金、児童手当負担
金などの県負担金や、重度障害者医療費給付補助事業補助金、子ども・子育て支援交付金事業費補助金などの県補助
金などにより増額となっている。

結果、自主財源と依存財源の構成割合は５１. ２対４８.８で前年度と比較すると、自主財源が２０.１ポイントの減となっ
ている。令和２年度においては新型コロナウイルス感染症に係る国庫支出金等により依存財源が大幅に伸びたため、自
主財源比率が大幅に減少したものである。しかしながら、令和２年度においても地方交付税の不交付団体であり、歳入
の大宗を占める町税が減少していることも踏まえると、厳しい財政状況であるといえる。

こうした状況下において、歳入全体の収入済額では、前年度と比較して、６７億９,４４８万４,４７５円、４２.１％の増
となっておりますが、今後も積極的な財源確保対策を図られるよう要望するものである。

なお、歳入全体の収入未済額は、２億２,９７９万５,４８９円で、前年度に比べ３,０９６万７,４８４円の増となっており、
コロナ禍といった特殊な状況にある中でも、税の負担公平と自主財源確保の観点から、収入未済額の縮減に向け、よ
り一層実効性のある取り組みを期待するものである。

一方、歳出においては、２１６億６,６９８万４８９円で、対前年度比６８億５１０万９７３円、４５.８％の増となっている。
主な事業は、総務費では、特別定額給付金給付事業費における特別定額給付金。民生費では、幼児教育・保育の無

償化による子育てのための施設等利用給付費や旭小学校区児童クラブ建設工事。衛生費では、高齢者インフルエンザ予
防接種が無料になったことによる（個別）予防接種委託料や新型コロナウイルスワクチン接種事業費。農林水産業費では、
農業水利施設予防保全対策工事。商工費では、新型コロナウイルス感染症対策事業費における緊急経済対策寒川町共
通商品券補助金。土木費では、田端西地区組合土地区画整理事業助成金、民営鉄道駅舎垂直移動施設整備事業負担金。
消防費では、消防車両等整備事業費。教育費では、小学校用地購入事業費の土地購入費、小・中学校費の教育コンピュー
タ活用事業費、中学校特別教室等空調機設置工事。その他の事業においても、町が直面している課題を的確に捉え、
町民や町内事業者のさまざまな要望に応えるべく、町長以下、職員一丸となって取り組んだ姿勢は評価できるものである。

参考までに、令和２年度に実施した新型コロナウイルス感染症対策等に係る事業費を除いた場合の決算額については、
歳入総額は、１７４億２, ２３６万３千円で、前年度と比較すると、１２億９,１９９万３千円、８.０％の増、また、歳出総
額は１５９億８, ８１４万円で、前年度に比べ、１１億２, ６２６万円７.６％の増となり、歳入歳出差引額は１４億３,
４２２万３千円の黒字で、翌年度に繰り越すべき財源８, ５７５万１千円を差し引いた実質収支は、１３億４,８４７万 2 千
円の黒字となり、過去１０年間の中で最高額となる決算となるものである。

次に、特別会計において、特に国民健康保険事業では、保険料の収入未済額が、１億７,９９３万４千円で、対前年度
比２, ５１６万８千円の減、収納率では８５. ３４％で、前年度と比較して２.１７％上回っているが、引き続き、負担の公平
性を確保し制度の安定的な運営を図る観点から収入未済額の縮減を図り、収納率向上に向け、より一層効果的な対策
をとられるよう要望するものである。

総体的には、健全財政は保たれており、本決算は適正なものと判断されるが、持続可能な行財政運営を実現するため
には、限られた財源の中で、ますます多様化・複雑化する町民ニーズを的確に捉え、積極的な財源確保や予算化するな
ど、寒川町の認知度向上・魅力発信に努め、町民に信頼される魅力あるまちづくりに期待するものである。

なお、審査の過程において、各委員からの指摘や意見等については十分参酌し、今後の予算編成、執行にあたられる
よう要望し、審査意見とします。

決算特別委員会特集
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〈
議
案
第
39
号
〉

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向
け
た
事
業
費
を

追
加
す
る
も
の
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
予
算
を
計
上
し
ま
し
た

Pickup 1

●　
９
月
会
議　
●

寒
川
町
の
こ
ん
な
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

９
月
会
議
の
議
案
は

町
長
提
出
議
案
・
・
・
・
17
件

委
員
会
提
出
議
案
・
・
・
１
件

議
員
提
出
議
案
・
・
・
・
２
件

９
月
会
議　
　

会
議
期
間　

８
月
26
日
〜
９
月
24
日

※
議
案
の
会
議
録
に
つ
い
て
は
11
月
下
旬
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
ま
す
。 今号では

この中から
５つを

Pick up

こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た

Q　
予
算
計
上
し
た
主
な
内
容
は
。

A　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
委
託
料
、医

師
等
に
対
す
る
休
日
等
時
間
外
加
算
料
、新
し

く
設
置
す
る
集
団
接
種
会
場
へ
の
医
師
派
遣

に
対
す
る
委
託
料
、駐
車
場
の
整
理
員
の
委
託

料
、現
在
の
集
団
接
種
会
場
の
撤
去
費
な
ど
の

委
託
料
に
な
り
ま
す
。

Q　
こ
れ
ま
で
の
集
団
接
種
会
場
で
の
業
務
運

営
か
ら
変
更
さ
れ
る
点
は
。

A　

集
団
接
種
会
場
を
町
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
へ
変
更
す
る
と
と
も
に
、実
施
日
が
土
曜

日
と
日
曜
日
に
な
り
ま
す
。会
場
内
で
の
接
種

ス
ペ
ー
ス
も
変
わ
る
の
で
、手
順
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
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一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

条
例
を
改
正
し
ま
す

教
育
委
員
会
委
員
等
が
決
ま
り
ま
し
た

　

教
育
委
員
会
委
員
、
人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に
よ
り
、
次
の
委

員
を
同
意
・
適
任
と
し
ま
し
た
。

　

管
理
職
手
当
の
支
給
を
受
け
る
職
員
が
、
臨
時
又
は
緊
急
の
必
要
、

そ
の
他
の
公
務
の
運
営
の
必
要
に
よ
り
休
日
等
に
勤
務
し
た
場
合
に
、

管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
を
支
給
で
き
る
よ
う
改
正
す
る
も
の
で
す
。

●　
教
育
委
員
会
委
員

　
　
　

小お　
川が

わ　
雅ま

さ　
子こ　
氏　

　
　
任
期
４
年
（
令
和
3
年
10
月
5
日
か
ら
令
和
7
年
10
月
4
日
ま
で
）

　
●　
人
権
擁
護
委
員

　
　
　

大お
お　

槻つ
き　

順じ
ゅ
ん　

子こ　
氏　

　
　
任
期
３
年
（
令
和
4
年
1
月
1
日
か
ら
令
和
6
年
12
月
31
日
ま
で
）

Pickup 3

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

Pickup 2

こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た

Q　
改
正
に
至
っ
た
経
緯
は
。

A　
一
昨
年
の
台
風
の
対
応
や
、昨
年
か
ら
続

く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
な

ど
、管
理
職
員
に
お
け
る
本
来
の
勤
務
時
間
の

延
長
上
に
勤
務
が
増
え
て
き
た
こ
と
に
伴
い
、

国
に
な
ら
っ
て
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

Q　

現
在
の
対
応
状
況
や
今
後
の
制
度
の
運

用
は
。

A　

現
在
は
手
当
が
な
い
た
め
、休
日
等
の
振

り
替
え
で
対
応
し
て
い
ま
す
。改
正
後
は
、本

人
の
意
向
も
踏
ま
え
、手
当
の
支
給
に
も
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

〈
議
案
第
46
号
〉

〈
議
案
第
44
号
・
議
案
第
45
号
〉

９月会議　議案審査
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Pickup 5
〈
意
見
書
案
第
１
号
・
２
号
〉

　

出
産
に
係
る
費
用
が
年
々
増
加
し
、
全
国
的
に
も
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給

額
で
は
賄
え
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
国
に
対
し
、
出
産
育
児
一
時
金

の
増
額
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

中
華
人
民
共
和
国
政
府
に
よ
る
、
新し

ん

疆き
ょ
うウ

イ
グ
ル
自
治
区
、
チ
ベ
ッ
ト
自
治

区
等
の
少
数
民
族
に
対
す
る
人
権
侵
害
が
国
際
的
に
問
題
と
な
る
中
で
、
国
に

対
し
、
必
要
措
置
を
講
ず
る
た
め
の
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

意
見
書
２
件
を
国
に
提
出
し
ま
し
た

〈
議
案
第
55
号
〉

　

緊
急
事
態
宣
言
の
影
響
を
受
け
、
事
業
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
町

内
の
中
小
企
業
（
個
人
事
業
者
・
農
業
者
を
含
む
）
を
対
象
と
し
て
、

事
業
継
続
の
た
め
の
緊
急
支
援
と
し
て
給
付
金
を
支
給
す
る
も
の
で

す
。

寒
川
町
中
小
企
業
事
業
継
続
緊
急
支
援
給
付
金

（
第
４
弾
）
の
給
付
を
行
い
ま
す　

Pickup 4
Q　
給
付
金
の
狙
い
は
。

A　

緊
急
事
態
宣
言
に
伴
う
国
や
県
の

給
付
金
な
ど
の
対
象
と
な
ら
な
い
全
て

の
中
小
企
業
者
等
を
支
援
し
て
い
く
こ

と
で
す
。

Q　

国
の
緊
急
事
態
宣
言
に
合
わ
せ
、

今
後
も
そ
の
都
度
、
給
付
金
事
業
を
実

施
し
て
い
く
の
か
。

A　

具
体
的
な
経
済
支
援
施
策
は
未
定

で
す
が
、
各
関
係
団
体
の
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
状
況
で
、
前

向
き
に
事
業
活
動
を
行
え
る
よ
う
な
施

策
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た

●　
出
産
育
児
一
時
金
の
増
額
を
求
め
る
意
見
書

●　
中
華
人
民
共
和
国
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
の
解
決
を
促
し
、

　
　
日
本
政
府
に
必
要
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書　

要　

望　

内　

容

要　

望　

内　

容
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令和3年第2回定例会　9月会議　審議結果

議案
番号 議　　案

会派名 さむかわ自民党 大志会 日本
共産党 公明党 立憲

さむかわ
議
決
結
果

天
利
　
薫

横
手 

 

旭

杉
﨑 

隆
之

岸
本 

 

優

吉
田 

悟
朗

佐
藤 

正
憲

山
上
　
秀
樹

佐
藤 

一
夫

青
木 

 

博

山
田 

政
博

太
田
真
奈
美

黒
沢 

善
行

関
口 
光
男

小
泉
　
秀
輔

茂
内
　
久
代

橋
本
　
修
一

栁
田 

 

遊

柳
下 

雅
子

9月

39 令和3年度寒川町一般会計補正予算
（第4号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40 令和3年度寒川町国民健康保険事業
特別会計補正予算（第2号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41 令和3年度寒川町後期高齢者医療事
業特別会計補正予算（第1号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42 令和3年度寒川町介護保険事業特別
会計補正予算（第2号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 令和3年度寒川町下水道事業特別会
計補正予算（第1号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44 教育委員会委員の任命 同　意 賛成：17票　　反対：0票

45 人権擁護委員候補者の推薦につき意
見を求めること 適　任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 寒川町一般職の職員の給与に関する
条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

47 寒川町町税条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

48
寒川町特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の一部改正

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49
寒川町家庭的保育事業等の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一
部改正

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50 令和2年度寒川町一般会計歳入歳出
決算の認定 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

51 令和2年度寒川町国民健康保険事業
特別会計歳入歳出決算の認定 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52 令和2年度寒川町後期高齢者医療事
業特別会計歳入歳出決算の認定 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53 令和2年度寒川町介護保険事業特別
会計歳入歳出決算の認定 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

54 令和2年度寒川町下水道事業特別会
計決算の認定 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55 令和3年度寒川町一般会計補正予算
（第5号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

委員会
提   出
第 2 号

寒川町議会会議規則の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見書
第 1 号 出産育児一時金の増額を求める意見書 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

意見書
第 2 号

中華人民共和国による人権侵害問題
の解決を促し、日本政府に必要措置
を講ずることを求める意見書

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：賛成　●：反対　 　　　　（佐藤一夫議⻑は、表決には加わりません。橋本議員、栁田議員、柳下議員は会派に属さない議員です。

本会議・委員会の記録を次の二次元コードからご覧いただけます。

本会議の記録 各委員会の記録 可決された
意見書・決議

本会議・委員会の記録

９月会議　議案審査
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栁田　遊 議員

Q　
「
英
語
教
育
の
ま
ち
」を
実
現
す
る

た
め
、町
で
は
周
囲
の
大
人
た
ち
が
目
を

向
け
て
、第
二
言
語
の
習
得
に
優
れ
た
能

力
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
才
能
を
伸
ば

す
た
め
の
教
育
支
援
が
必
要
で
あ
る
。次

世
代
の
子
ど
も
た
ち
の
大
き
な
可
能
性

に
満
ち
溢
れ
た
未
来
に
極
め
て
重
要
な

英
語
力
の
一
層
の
充
実
の
た
め
、町
は
ど

の
よ
う
に
英
語
教
育
に
取
り
組
む
の
か
。

A　
町
で
は
、県
内
で
初
め
て
外
国
人
英

語
指
導
者
で
あ
る
Ｆ
Ｌ
Ｔ
を
町
内
全
て
の

小
・
中
学
校
に
常
駐
配
置
し
、英
語
授
業

の
質
の
向
上
と
と
も
に
英
語
授
業
以
外

の
学
校
生
活
に
お
い
て
も
、児
童
・
生
徒

が
英
語
を
使
う
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
年
の
夏
に
は
、さ
む
か
わ
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
、本

年
度
末
に
は
東
京
グ
ロ
ー
バ
ル
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ（
体
験
型
の
英
語
学
習
施
設
）へ
の

公
募
バ
ス
ツ
ア
ー
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中
で
、英
語
教
育

な
ど
を
通
じ
て
、子
ど
も
た
ち
が
多
文
化

共
生
社
会
の
担
い
手
と
な
っ
て
生
き
生
き

と
活
躍
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

Q　

町
は
県
域
で
唯
一
の
英
語
教
育
の

取
り
組
み
を
は
じ
め
、最
適
な
英
語
を
学

ぶ
環
境
を
作
る
事
で
、英
語
を
通
じ
て
子

ど
も
た
ち
に
最
も
学
ん
で
ほ
し
い
事
は
。

A　

外
国
語
教
育
の
中
で
言
語
の
背
景

に
あ
る
文
化
や
多
様
な
考
え
方
に
触
れ

る
と
と
も
に
、Ｆ
Ｌ
Ｔ
な
ど
の
外
国
の

人
々
と
の
交
流
や
異
文
化
に
関
す
る
学

習
を
通
し
て
自
国
の
文
化
を
よ
り
深
く

理
解
し
、進
ん
で
多
様
な
人
々
と
互
い
の

考
え
や
気
持
ち
を
伝
え
合
い
、理
解
し
合

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の
将
来
に

重
要
な
町
の
英
語
教
育
の
取
り
組
み
は

英
語
教
育
か
ら
学
ん
で
も
ら
い
た
い
事
は

す
べ
き
機
能
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
ま

す
が
、町
の
規
模
や
将
来
に
わ
た
る
コ
ス

ト
面
等
も
考
慮
し
、方
向
性
を
検
討
し
ま

す
。ま
ず
は
既
存
の
事
業
を
し
っ
か
り
定

着
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q　

総
合
体
育
館
の
老
朽
化
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
、対
処
し
て
い
く
の
か
。

A　

当
該
施
設
は
供
用
開
始
後
23
年
が

経
過
し
、施
設
等
の
劣
化
は
免
れ
な
い
こ

と
か
ら
、必
要
性
や
安
全
面
か
ら
も
優
先

順
位
に
鑑
み
適
宜
修
繕
を
行
っ
て
お
り
、

設
備
等
の
老
朽
化
に
よ
り
課
題
等
が
あ

る
場
合
は
財
源
確
保
を
図
り
整
備
に
努

め
ま
す
。

Q　

入
場
料
を
徴
収
で
き
る
試
合
を
招

致
す
る
た
め
に
、体
育
館
設
備
を
整
備
す

る
考
え
は
。

A　
公
共
施
設
再
編
計
画
に
よ
り
、改
修

に
は
他
施
設
と
の
調
整
が
必
要
で
す
。優

先
順
位
を
精
査
し
な
が
ら
、改
修
が
可
能

と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

Q　
町
の
障
が
い
児
施
策
の
状
況
は
。

A　

障
害
や
発
達
の
状
況
に
応
じ
た
支

援
を
身
近
な
地
域
で
早
期
の
段
階
か
ら

受
け
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
、本
年
度
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
た
寒
川
町
障
が
い
者
福

祉
計
画
に
基
づ
き
、障
が
い
児
施
策
に
お

け
る
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

Q　

早
期
療
育
の
充
実
の
た
め
児
童
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
考
え
は
。

A　

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
未
設

置
で
す
が
、同
セ
ン
タ
ー
に
求
め
ら
れ
る

機
能
の
一
部
で
あ
る
保
育
所
等
へ
の
訪
問

を
委
託
相
談
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。同
セ
ン
タ
ー
の
果
た

観
る
ス
ポ
ー
ツ
招
致
の
た
め

総
合
体
育
館
を
整
備
し
て
は

障
が
い
児
支
援
策
と
し
て
児
童
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
の
考
え
は

山上 秀樹 議員

寒川町障がい者福祉計画

FLTによる授業風景
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の
下
、講
演
会
等
を
行
い
ま
し
た
。

Q　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
導
入
を
進

め
て
い
る
が
、導
入
に
至
る
経
緯
を
問
う
。

A　
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、多
様
性

を
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
検
討
を
進
め
て
き

た
こ
と
と
合
わ
せ
、県
内
や
近
隣
の
動
向

を
踏
ま
え
導
入
に
向
け
着
手
し
ま
し
た
。

Q　

交
通
の
利
便
性
向
上
を
進
め
て
い

く
上
で
取
り
組
ん
で
き
た
施
策
を
問
う
。

A　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
実
証
運
行
の

実
施
や
、年
始
に
お
け
る
寒
川
神
社
周
辺

の
交
通
混
雑
時
に
対
す
る
迂
回
ル
ー
ト

で
の
運
行
、倉
見
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

Q　
３
月
会
議
で「
町
民
の
利
便
性
向
上

は
町
と
し
て
の
本
意
」と
回
答
し
て
い
た

が
改
め
て
交
通
利
便
性
向
上
へ
の
決
意

を
問
う
。

A　
よ
り
よ
い
町
民
生
活
と
合
わ
せ
、町

の
活
性
化
に
不
可
欠
な
も
の
と
し
、引
き

続
き
取
り
組
み
ま
す
。

Q　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
と
も
言
え
る

日
本
社
会
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

A　

町
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

に
よ
る
と
、さ
ま
ざ
ま
な
項
目
で
男
女
の

不
平
等
感
は
強
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、引
き

続
き
継
続
的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

Q　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
実
現
に
大

き
く
関
わ
る
、第
４
次
さ
む
か
わ
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ン
で
行
っ
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
問
う
。

A　

女
性
の
活
躍
推
進
の
た
め
の
男
性

側
の
理
解
、協
力
並
び
に
相
互
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識

Q　

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
策
定
に
よ

り
、町
と
し
て
見
え
て
き
た
課
題
は
。

A　

課
題
は
、高
血
圧
、糖
尿
病
、脂
質

異
常
症
等
、生
活
習
慣
病
の
予
防
で
す
。

生
活
習
慣
病
は
、一
度
か
か
る
と
完
治
す

る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
怖
さ
も
あ
り

ま
す
が
、予
防
可
能
な
疾
患
で
あ
る
た

め
、健
康
の
維
持
・
増
進
に
お
い
て
は
大

変
重
要
な
課
題
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

Q　
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
の
傾
向
は
。

A　

令
和
元
年
度
か
ら
上
昇
傾
向
で
、

昨
年
度
の
県
内
市
町
村
国
保
に
お
け
る

順
位
は
現
在
１
位（
速
報
値
）で
す
。

Q　

健
康
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、町
の

役
割
も
含
め
、町
民
に
対
し
て
分
か
り
や

す
く
発
信
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

A　
重
要
な
の
は
、自
分
の
健
康
は
自
分

で
守
る
と
い
う
意
識
と
行
動
の
継
続
で
す
。

　

町
民
が
健
康
寿
命
を
手
に
入
れ
る
た

め
の
町
の
役
割
と
し
て
、意
識
と
行
動
が

継
続
す
る
よ
う
、情
報
発
信
、普
及
啓

発
、機
会
の
提
供
、必
要
時
の
助
言
、提

案
が
重
要
と
考
え
ま
す
。健
康
意
識
の

呼
び
か
け
は
、分
か
り
や
す
く
、具
体
的

に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

Q　

個
人
へ
の
健
康
に
対
す
る
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
の
観
点
で
、健
康
ポ
イ
ン
ト
事

業
を
取
り
入
れ
、町
全
体
へ
の
健
康
に
対

す
る
啓
発
に
努
め
て
は
。

A　

自
分
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
健
康
づ

く
り
の
習
慣
を
根
づ
か
せ
る
た
め
に
は
、

楽
し
さ
や
、実
践
し
て
い
る
こ
と
の
可
視

化
も
重
要
と
考
え
ま
す
。健
康
ポ
イ
ン
ト

事
業
に
つ
い
て
は
、他
市
町
村
の
状
況

等
、情
報
収
集
か
ら
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
土
台

交
通
利
便
性
を
図
れ

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
実
現
へ

町
は
積
極
的
に
取
り
組
め

健
康
都
市
宣
言
に
基
づ
き

健
康
寿
命
の
延
伸
を

青木　博 議員

佐藤 正憲 議員

LGBTQコミュニティを象徴する
レインボーフラッグ

左から藤沢市、神奈川県、厚生労働省のパンフレット

2 月会議・3 月会議・3 月第 2 回会議　議案審査一般質問 議員 10人が町政を問う
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出
さ
れ
た「
消
防
団
員
の
報
酬
等
の
基
準

の
策
定
に
つ
い
て
」を
念
頭
に
、近
隣
市

町
村
や
財
政
状
況
を
考
慮
し
、今
後
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

Q　

操
法
大
会
の
意
義
に
つ
い
て
、町
の

認
識
は
。

A　

訓
練
頻
度
の
高
さ
や
拘
束
時
間
の

長
さ
、ま
た
操
法
が
実
際
の
災
害
現
場
で

の
活
動
に
即
し
て
い
な
い
等
の
意
見
が

消
防
団
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。消

防
庁
の
検
討
会
で
も
、大
会
を
過
度
に
意

識
し
た
訓
練
、大
会
で
の
行
動
の
形
式
化

等
の
指
摘
が
あ
り
、見
直
す
方
向
で
検
討

し
、よ
り
必
要
な
訓
練
に
代
え
る
な
ど
、

消
防
団
と
協
議
を
し
て
い
き
ま
す
。

Q　

本
来
、入
院
治
療
す
べ
き
感
染
症
患

者
が
、自
宅
療
養
を
強
い
ら
れ
て
い
る
状

況
を
ど
う
認
識
し
、支
援
し
て
い
る
の
か
。

A　

自
宅
療
養
者
へ
の
対
応
は
保
健
所

の
業
務
で
す
が
、町
民
の
不
安
や
不
便
さ

を
軽
減
す
る
た
め
、町
独
自
の
支
援
策
に

つ
い
て
、検
討
し
て
い
ま
す
。

Q　
現
在
の
自
宅
療
養
者
数
は
。ま
た
、

支
援
策
を
検
討
す
る
担
当
課
は
ど
こ
か
。

A　
９
月
７
日
現
在
、34
名
で
す
。支
援

の
担
当
課
は
こ
れ
か
ら
決
め
る
こ
と
で
す

が
、健
康
づ
く
り
課
所
管
の
保
健
対
策
ケ

ア
チ
ー
ム
で
も
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

Q　
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
本
部
を
機
能
さ
せ
、早
急
に
対
応
策
を

構
築
す
べ
き
と
考
え
る
が
、町
の
見
解
は
。

A　
可
能
な
限
り
、早
期
に
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q　

通
学
路
の
危
険
箇
所
改
善
要
望
に

お
け
る
安
全
確
保
対
策
に
、よ
り
一
層
の

取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
。

Q　
総
務
省
消
防
庁
内
に
お
い
て「
消
防

団
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
検
討
会
」が
設

置
さ
れ
、全
国
的
に
分
団
の
運
営
状
況

を
見
直
す
動
き
が
あ
る
。町
の
対
応
は
。

A　

地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
は
、住

民
、事
業
者
、自
主
防
災
組
織
、消
防
団
、

行
政
等
が
、相
互
に
連
携
協
力
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。災
害
発
生
時
に

は
、地
域
に
密
着
し
、即
座
に
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
る
消
防
団
が
、そ
の
中
核
的

な
役
割
を
果
た
す
た
め
、団
員
の
加
入
促

進
、処
遇
改
善
や
安
全
対
策
等
、各
分
団

と
連
携
を
密
に
し
、積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

Q　

各
地
方
公
共
団
体
に
、報
酬
額
や

条
例
の
見
直
し
が
促
さ
れ
た
。町
の
見

解
は
。

A　

消
耗
品
や
被
服
、装
備
等
の
消
防

団
の
活
動
費
に
つ
い
て
は
、公
費
で
賄
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、各
消
防
分
団
に
は
消

防
団
運
営
交
付
金
と
し
て
、年
間
１
人
当

た
り
６
千
円
を
交
付
し
て
い
ま
す
。出
動

手
当
に
つ
い
て
は
、消
防
庁
長
官
よ
り
発

A　
平
成
28
年
に
策
定
し
た
町
通
学
路

交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、関
係

機
関
と
毎
年
合
同
点
検
を
実
施
し
、通

学
路
の
改
善
に
向
け
て
協
議
を
行
っ
て

い
ま
す
。

Q　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
通
学
で

き
る
よ
う
、今
後
、ど
の
よ
う
な
施
策
を

も
っ
て
取
り
組
む
の
か
。

A　

児
童
が
自
分
自
身
の
命
を
守
れ
る

よ
う
、登
下
校
時
の
歩
き
方
等
の
交
通
安

全
指
導
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。ま

た
、町
部
局
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、警
察
、地
域
等
関

係
機
関
と
連
携
し
、安
全
な
通
学
路
で
安

心
し
て
通
学
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

消
防
団
の
今
後
の
在
り
方
と

課
題
に
つ
い
て
問
う

コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る

自
宅
療
養
者
等
へ
の
早
期
支
援
策
を

吉田 悟朗 議員

柳下  雅子 議員

寒川町消防操法大会
（さむかわ中央公園）

通学の様子

通
学
路
の
安
全
確
保
に

　
　
　
　
　
　

さ
ら
な
る
対
応
策
を
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Q　
ス
ポ
ー
ツ
関
連
施
設
の
現
状
と
、課

題
解
決
に
向
け
た
具
体
的
な
考
え
は
。

A　
シ
ン
コ
ー
ス
ポ
ー
ツ
寒
川
ア
リ
ー
ナ

（
寒
川
総
合
体
育
館
）の
設
備
に
つ
い
て

は
、指
定
管
理
者
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、備
品
関
係
の
修
繕
な
ど
、適
宜
対
応

し
て
い
ま
す
。バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
な
ど

施
設
の
大
型
備
品
に
つ
い
て
は
、故
障
や

老
朽
化
に
は
適
宜
対
応
し
て
い
ま
す

が
、修
繕
や
更
新
に
当
た
り
、修
繕
計
画

や
国
県
の
交
付
金
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
事

業
助
成
金
の
活
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

屋
外
体
育
施
設
に
つ
い
て
は
、関
係
機
関

と
協
議
を
行
い
、施
設
の
整
備
を
行
え

れ
ば
と
考
え
ま
す
。

Q　

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
合

え
、子
ど
も
達
や
、親
子
が
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
施
設
整
備
の
考
え
は
。

A　
町
民
ニ
ー
ズ
や
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
に

触
れ
合
う
機
会
の
創
出
に
つ
い
て
、町
総

合
計
画
、ま
た
公
共
施
設
再
編
計
画
と
の

兼
ね
合
い
を
踏
ま
え
な
が
ら
、今
後
の
調

査
研
究
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

Q　
ワ
ク
チ
ン
先
進
国
イ
ス
ラ
エ
ル
、米

国
や
英
国
で
は
、効
果
の
低
減
を
食
い
止

め
、持
続
化
を
目
的
に
ワ
ク
チ
ン
の
ブ
ー

ス
タ
ー
シ
ョ
ッ
ト
、い
わ
ゆ
る
追
加
接
種

が
始
ま
っ
た
。

　

日
本
に
お
い
て
も
実
施
の
可
能
性
が

高
ま
る
中
、ワ
ク
チ
ン
接
種
希
望
者
の
接

種
を
確
実
に
終
了
さ
せ
る
こ
と
は
当
然

の
こ
と
、同
時
並
行
に
自
治
体
と
し
て
迅

速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、追
加
接
種
の
さ

ま
ざ
ま
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

体
制
整
備
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、町
の

見
解
は
。

A　

ブ
ー
ス
タ
ー
シ
ョ
ッ
ト
、３
回
目
の

追
加
接
種
に
つ
い
て
は
、現
段
階
で
は
不

確
定
な
要
素
が
多
く
、具
体
的
な
対
策

は
、進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
は
、長
引
く
コ
ロ
ナ
禍

で
、さ
ま
ざ
ま
な
部
分
で
不
安
な
気
持
ち

を
抱
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

３
回
目
追
加
の
接
種
が
行
わ
れ
る
場

合
に
は
、こ
れ
ま
で
の
経
験
値
や
経
験
則

も
あ
り
ま
す
。そ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が
ら

Q　
学
校
施
設
は
、教
育
の
た
め
の
施
設

と
い
う
大
前
提
は
あ
る
が
、町
民
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
、

災
害
時
の
避
難
所
な
ど
横
断
的
な
役
割

も
あ
る
。施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か

ら
も
最
大
限
活
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

A　

学
校
の
教
育
に
影
響
が
及
ば
な
い

範
囲
で
と
な
り
ま
す
が
、施
設
の
有
効
活

用
に
つ
い
て
は
、最
大
限
活
用
す
べ
き
と

考
え
ま
す
。運
営
方
法
に
つ
い
て
は
、随

時
見
直
し
を
図
り
、皆
さ
ま
が
活
用
し
や

す
い
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

迅
速
な
対
応
、そ
し
て
町
民
の
皆
さ
ま
の

不
安
を
払
拭
す
る
こ
と
を
十
分
突
き
詰

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
担
当

す
る
健
康
づ
く
り
課
の
職
員
は
、ワ
ク
チ

ン
接
種
の
早
期
実
現
に
向
け
、取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
が
、シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
は
じ
め
3
回
目
の
追
加
接
種
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
の
新
た
な

チ
ー
ム
作
り
、体
制
整
備
に
つ
い
て
は
、さ

ま
ざ
ま
な
事
情
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、関
係
部
署
と
よ
く
相
談
を

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

今
後
の
教
育
施
設
管
理
の

在
り
方
を
問
う

ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
に
向
け
て

体
制
整
備
を

定
住
付
加
価
値
増
加
の
た
め
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を

横手　旭 議員

岸本　優 議員

一般質問で使用した議員作成資料より

横須賀市　うみかぜ公園

一般質問 議員 10人が町政を問う
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Q　

若
者
の
地
元
定
着
・
流
入
促
進
の

施
策
と
し
て
、奨
学
金
返
還
支
援
制
度

の
導
入
が
全
国
で
広
が
っ
て
い
る
が
、制

度
導
入
に
対
す
る
町
の
見
解
は
。

A　
若
者
の
町
内
定
着
、移
住
定
住
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

現
状
や
今
後
の
動
向
を
把
握
し
、若
者
の

人
口
流
出
を
防
ぐ
期
待
が
で
き
る
施
策

で
あ
る
か
ど
う
か
、そ
の
有
効
性
に
つ
い

て
、調
査
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

Q　

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
で
は
、企

業
が
奨
学
金
を
肩
代
わ
り
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。企
業
に
対
し
制
度
を
周

知
し
、導
入
の
働
き
掛
け
を
行
う
べ
き
で

Q　

昭
和
30
年
代
の
企
業
誘
致
に
よ

り
、町
は
財
政
危
機
を
乗
り
越
え
て
き

た
。今
は
第
二
の
ま
ち
づ
く
り
の
時
期
で

あ
る
。拠
点
等
の
整
備
の
現
状
は
。

A　

産
業
集
積
拠
点
で
あ
る
田
端
西
地

区
で
は
、土
地
区
画
整
理
事
業
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。生
活
中
心
拠
点
で
あ
る
寒

川
駅
北
口
地
区
で
は
ま
ち
づ
く
り
の
基

盤
整
備
が
完
成
し
、今
後
は
南
口
の
駅

前
広
場
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。都
市
未

来
拠
点
で
あ
る
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
倉
見
地
区

で
は
、地
元
の
協
議
会
の
皆
さ
ま
と
ま
ち

づ
く
り
の
具
現
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

Q　
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

講
じ
て
き
た
こ
と
か
ら
、今
後
は
財
政
の

立
て
直
し
が
大
事
に
な
る
。ど
の
よ
う
に

財
源
確
保
に
努
め
る
の
か
。

A　

ま
ち
づ
く
り
は
健
全
財
政
を
視
野

に
入
れ
な
が
ら
次
に
つ
な
げ
る
適
切
な

投
資
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。交
通
結
節
点
と
し
て
の
利
便
性

や
今
後
の
拠
点
整
備
に
よ
る
優
位
性
を

は
。

A　

町
が
行
う
べ
き
は
、本
年
４
月
よ

り
、企
業
が
直
接
日
本
学
生
支
援
機
構

等
に
代
理
返
還
で
き
る
制
度
の
周
知
と
、

企
業
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
る
こ
と

と
考
え
ま
す
。企
業
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
と
し
て
、企
業
が
支
払
う
奨
学
金

の一部
を
町
が
肩
代
わ
り
す
る
独
自
の
制

度
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、対
応
な
ど
を
含

め
、検
討
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

Q　

気
象
庁
で
は
、地
域
防
災
支
援
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。積
極
的
に
活

用
す
べ
き
と
考
え
る
が
、町
の
見
解
は
。

A　

昨
年
、横
浜
地
方
気
象
台
長
と
担

当
職
員
が
、顔
が
見
え
る
関
係
構
築
の

た
め
来
町
さ
れ
ま
し
た
。防
災
情
報
の
提

供
や
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
開
設
、ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
開
催
状
況
等
の
説
明
を
い
た
だ

く
な
ど
、相
互
理
解
を
深
め
、防
災
気
象

情
報
の
利
活
用
の
体
制
構
築
に
努
め
て

い
ま
す
。

発
信
し
て
民
間
投
資
を
呼
ぶ
こ
と
で
、安

定
的
な
財
源
確
保
を
図
り
ま
す
。

Q　

将
来
の
安
定
的
な
行
財
政
運
営
の

た
め
に
、寒
川
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
の
ま
ち
づ
く
り
を
提
案
し
た
い
。県
に

よ
る
都
市
計
画
道
路
宮
山
線
の
整
備
事

業
に
合
わ
せ
、県
と
協
議
で
き
る
体
制
が

必
要
と
考
え
る
が
、見
解
を
問
う
。

A　
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ア
ク
セ

ス
す
る
玄
関
口
で
も
あ
り
、多
く
の
魅
力

を
持
つ
エ
リ
ア
で
す
。神
奈
川
県
に
お
い

て
も
県
央・湘
南
地
域
の
南
の
ゲ
ー
ト
に

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、県
を

含
め
広
域
で
協
議
で
き
る
体
制
を
つ
く

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
の

現
状
と
今
後
の
方
向
性
は

若
者
の
定
着
・
流
入
促
進
の
た
め
に

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
の
創
設
を

関口 光男 議員

黒沢  善行 議員

防
災
力
向
上
へ

気
象
庁
支
援
策
の
活
用
を
は
か
れ

寒川北インターチェンジ前交差点

出
典
：
内
閣
官
房
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

　
　
　
創
生
本
部
事
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

一般質問 議員 10人が町政を問う



19 さむかわ議会だより　200号

　9月3日（金）に「議会基本条例の意義と作成の留意点」と題して地方自治体・地方議会コン
サルタントの講師による研修会を全議員対象に実施しました。なお、新型コロナウイルス感染
症の感染予防対策のため、研修会はオンラインで実施しました。

　東海道新幹線新駅対策特別委員会では、7月29日（木）、8月11日（水）、9月6日（月）にまち
づくりに必要な知識の向上を図るため、研修会を実施しました。

　文教福祉常任委員会では、9月29日（水）にTHE PARK SAMUKAWAを現地踏査し、
BMXフラットランドやスケートボードの競技内容、施設概要の説明を受けました。

議会基本条例についての研修会を実施しました

まちづくりの研修会を実施しています

THE ＰＡＲＫ ＳＡＭＵＫＡＷＡを視察しました

議会 TOPICS
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議会だよりに広告を載せませんか

　さむかわ議会だよりでは有料広告を掲載してい
ます。寒川町議会定例会における議会活動の内容
等を掲載している公的な情報誌です。年4回（2
月、5月、8月、11月）に発行しており、各号、
町内全ての世帯・事業所に配布しています。
（各号20,900部）

広告募集の概要

掲載場所 裏表紙

広告の規格 縦115mm×横85mm

掲 載 料

１号あたりの掲載料　40,000円

年間（４号）一括申込による
掲載料144,000円

（1号あたり36,000円）

申込期間 掲載を希望する号が発行される月の
3カ月前の1日～3カ月前の20日まで

※広告の原稿は、広告主の負担で作成してください。
※広告の内容に関する責任は、広告主になります。

さ
む
か
わ 

議
会
だ
よ
り

令
和
3
年
11
月
１
日
発
行

発
行
／
寒
川
町
議
会

編
集
／
広
報
広
聴
委
員
会

〒
253
─

0196　

神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
宮
山
１
６
５　
　
　
　
　

☎
０
４
６
７（
７
４
）１
１
１
１

U
R
L

：http://w
w
w
.tow
n.sam

ukaw
a.kanagaw

a.jp　

E
-m
ail

：gikai@
tow
n.sam

ukaw
a.kanagaw

a.jp

印
刷
／
㈱
さ
ん
こ
う
ど
う

№
200

議会を傍聴される皆さまへ

寒川町議会政治倫理審査会を
設置しました

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、皆さ
まの健康を守る観点から、当面の間は人数を制限した
上で傍聴を実施しています。ご理解とご協力をお願い
いたします。
　なお、会議の模様は、インターネット中継でもご視
聴いただけますのでご利用ください。
　ご不明な点については、議会事務局へお問い合わ
せください。
●議会事務局 総務担当　　TEL 0467-74-1111

　　  （内）341・342 

　令和３年９月24日付けで２名の議員から寒川
町議会議員の政治倫理規程に基づく審査請求があ
り、寒川町議会政治倫理審査会を設置しました。
計４回審査会を開催して審査を行い、報告書を議
長に提出しました。

審査の対象となる事項

該当議員 小泉 秀輔

該当事項 寒川町議会議員の政治倫理規程
第３条第１項第12号該当

内　　容
令和３年９月24日発行の写真週刊
誌に実名入りで掲載された記事が
同規程に抵触する可能性がある。

委　　員
佐藤 正憲、吉田 悟朗、茂内 久代、
山田 政博、栁田  遊、横手  旭、
太田 真奈美

※審査結果は、町ホームページに公開しています。

日 月 火 水 木 金 土
11/21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 12/1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

本会議
（議案上程等）

本会議
（委員長報告等）

総務常任
委員会

文教福祉
常任委員会

  本会議 （一般質問）

本会議
（議案質疑等）

建設経済
常任委員会

東海道新幹線
新駅対策

特別委員会
田端西地区

まちづくり対策
特別委員会

12月会議日程

午前9時開会（会議の日程等は変更になる場合があります）
※12月6日（月）田端西地区まちづくり対策特別委員会は
　午後1時15分開会
※12月14日（火）本会議は午前10時開会

インターネット中継 傍聴について


